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【研究論文】 
若手保育者が抱える造形活動に対する課題意識 
―保育経験 2、3 年目の保育者を対象とした講習における質問紙調査からの検討― 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（２）平成 28 年度の人数が極端に多いが、平成 28
年度は講習の対象者全員が造形の内容を受講
したためである。平成29年度より、5つのコー
スから 1 つを選択する形に変更となったため、
年度毎の受講者人数に差が出ている。 
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